
月 日 曜日
15 木 南方神社祭
２２ 木 第４回運営委員会

３１～１ 土・日 町　文化祭
８ 日 町　駅伝競走大会（屋地・船木チーム）

９～１５ 月～日 秋季全国火災予防運動
１５ 日 プランター花植え
１７ 火 区高団連交通安全教室
２２ 日 町　産業祭・ＪＡ農業祭・郷土芸能祭

２８ 土 町　区・公民館対抗ＧG大会
２９ 日 区グラウンド・ゴルフ大会
１３ 日 福祉部会歳末たすけあい分科会

２０ 日 しめ縄づくり
２２ 火 第５回運営委員会

２８～３０ 月～水
８～１４ 金～木 冬のあいさつこだま運動

１７ 日 区歩こう会
中旬 ＪＡ営農座談会＆町農政座談会
中旬 農業を考える会
３１ 日 区一斉害虫駆除あぜ焼き
中旬 スポーツ協会役員会（まとめ）
中旬 交通安全協会役員会（まとめ）

２１ 日
２１ 日

１ 月 五反田サロン閉講式
１～７ 月～日 春季全国火災予防運動
１４ 日 総会
２１ 日 公民会　総会（基準日）
２４ 水

第６回運営委員会

活動項目

町　消防出初式＆区祝賀会

消防年末特別警戒

た
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す

。

　
後
期
の
主
要
活
動
は
左
表
の
通
り
で
す

。

計
画
の
趣
旨
に
沿

っ
て

、

「
自
分
た
ち
の
船

木

、
自
分
た
ち
で
創
る

、
明
日
に
向
か

っ

て
！

」
を
心
に

、

「
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

、

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に

」
を
目
標

に

、
役
員
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す

。

　
　
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
加
治
木
産
業
㈱
様
か
ら

、
会
社
の
方
針
で

あ
る

「
地
域
貢
献
活
動

」
の
一
環
で
あ
る
と

し
て

、
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た

。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

、
大
切
に
活
用

し
て
い
き
ま
す

。

　
船
木
東
「
一
本
矢
旗
踊
り
」

　
　
　
　
町
郷
土
芸
能
祭
出
演
へ

　
１
１
月
２
２
日

（
日

）

に
開
催
さ
れ
ま
す

。

　
ま
も
な
く
本
格
的
な
準

備
に
入
り
ま
す

。

　
東
公
民
会
に
と

っ
て
は

も
ち
ろ
ん

、
公
民
館
に
と

っ
て
も
一
大
行
事
で
す

。

　
準
備
作
業
へ
の
参
加
等

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す

。

　
当
日
の
日
程
等
は
追

っ

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

。
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安
心
し
て
、
い
き
い
き
と
！

　
　
　
　
　
　
　
　
館
長
　
水
流
新
蔵

　
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か

。

　
か
つ
て
無
か

っ
た
暑
い
夏
で
し
た

。
よ
う
や
く

秋
の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

　
暑
さ
に
耐
え
た
疲
れ
や
季
節
の
変
わ
り
目
へ
の

対
応
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

、
体
調
管
理
に
は

十
分
注
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

。

　
前
期
が
終
わ
り
ま
し
た

。

　
確
認
さ
れ
た
事
業
計
画
に
基
づ
き

、
活
動
を
推

進
進
し
て
き
ま
し
た
が

、
足
り
な
い
こ
と
も
あ

っ

支
え
合
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

　
日
常
生
活
の

「
ち
ょ
っ
と
し
た
事

」

で
困

っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら

、
公
民
会
長

、
民
生
委
員

、
支
え

合
い
推
進
員
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　
　
　
み
ん
な
で
参
加
、
楽
し
い
時
間
を
！

　
１
１
月
２
９
日

（
日

）
ア
ク
シ
ー
ズ
フ
ィ
ー

ル
ド
宮
之
城

（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

）
で

、
３
年

に
１
回
の
船
木
区
大
会
を
開
催
し
ま
す

。

　
賞
品
も
た
く
さ
ん
用
意
し
ま
す

。

　
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し
い
人
達
に
会

っ
て

、
言

葉
を
交
わ
し

、
腕
前
を
競
い
合
い

、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

。

　
詳
細
は
追

っ
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す

。

　
ま
た

、
前
日
に
は

、
町
の
公
民

館
対
抗
の
大
会
も
開
催
さ
れ

、
船

木
区
は
３
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
予

定
で
す

。

地区社会福祉協議会総会
福祉部会

新旧役員引継ぎ会

２２ 月

3

2

自分たちの船木、自分たちで創る、明日に向かって！

←2013.
10.6
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福
祉
活
動
に
継
続
注
力

　
福
祉
部
を
中
心
に
福
祉
諸
活
動

に
注
力
し
て
い
ま
す

。

　
６
月
３
日
に
は

、

「
地
域
支
え

合
い
マ

ッ
プ

」
の
見
直
し
を
行
い

、

「
地
域
見
守
り
シ
ー
ト
計
画
書

」

を
作
成
し
て

、
高
齢
者
等
の
見
守

り
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す

。

　
　
町
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
・
交
流

　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
も
２
年
目
に
入
り
ま
し
た

。

５
月
に
は
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
２
試

合
の
交
流
大
会

）
へ
の
対
応

、
９
月
に
は
町
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
へ
の
対
応

（
善
戦
し
ま
し
た
が
予
選
リ
ー

グ
敗
退

）
を
行
い
ま
し
た

。

　
現
在
は

、
１
１
月
８
日

（
日

）

に
行
な
わ
れ
る
町
駅
伝
競
走
大
会

に

、
従
来
同
様

「
屋
地
・
船
木
チ

ー
ム

」
で
出
場
す
る
た
め
の

、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

。

　
　
船
木
区
公
民
館
を
法
人
化

　
公
民
館
の
土
地
は

、
役
員
の
連
名
で
登
記
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た

。
現
在

、
こ
の
変
更
を

行

っ
て
い
ま
す
が

、
故
人
の
方
も
お
ら
れ

、
大

変
苦
労
し
て
お
り
ま
す

。

　
将
来
の
こ
と
を
考
え
て

、
公
民
館
を

「
法
人

化

」
し
て

、
資
産
を
保
有
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に

、
臨
時
総
会
の
議
を
経
て

、
手
続
き
を

行
い

、
８
月
１
２
日
付
で
町
の
認
可
を
得
て

、

「
法
人
格

」
を
取
得
し
ま
し
た

。

　
町
の
未
来
を
語
り
合
う

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
座
談
会

　
町
主
催
で

、
７
月
８
日
に
開
催

さ
れ

、
町
か
ら
上
野
町
長
以
下
幹

部
の
皆
さ
ん
１
５
名

、
船
木
区
か

ら
区
役
員

、
公
民
会
代
表
等
２
３

名
が
出
席
し

、
趣
旨
に
沿

っ
て

、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

。
こ
の

座
談
会
は

、
町
内
２
０
公
民
館
を

対
象
に
行
わ
れ

、
現
在
も
進
行
中

で
す

。

　
カ
レ
ー
作
り
と
ス
イ
カ
割
り

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
と
交
流

　
今
年
も

、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
場
を
持

ち
ま
し
た

。

　
８
月
２
２
日
に

、
五
反
田
サ
ロ
ン
と

「
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
作
り

」
「
ス
イ
カ
割
り

」
「
昼
食

会

」
を
行
い
ま
し
た

（
総
勢
２
９
人
参
加

）
。

　
カ
レ
ー
の
具
を
作
る
た
め
に

、
野
菜
の
皮
を

む
き

、
包
丁
で
手
ご
ろ
な
大
き
さ
に
切
り
ま
し

た

。
玉
ね
ぎ
の
加
工
に
は

、
涙
が
出
て
大
変
で

し
た

。
大
人
の
皆
さ
ん
と
具
を
炒
め

、
煮
て

、

最
後
に
ル
ー
を
入
れ

、
じ

っ
く
り
と
仕
上
げ
ま

し
た

。

　
次
に

、
ス
イ
カ
割
り
を
行
い
ま
し

た

。
目
隠
し
を
し
て

、
２
回
転
し
て

、

３
ｍ
先
の
ス
イ
カ
に
向
い

、
こ
こ
と

決
め

「
え
い
！

」
と
叩
き
ま
し
た
が

、

な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん

。
初

め
て
の
人
も
い
ま
し
た
が

、
思
い
出

に
残

っ
た
と
思
い
ま
す

。

　
い
よ
い
よ
昼
食
会

、
子
ど
も
た
ち

は
自
分
で
盛
り
付
け

、
全
員
で

「
い

た
だ
き
ま
す

」
で
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た

。

　
最
後
に

、
ス
イ
カ
割
り
で
割

っ
た

ス
イ
カ
を
食
べ
ま
し
た

。
み
ん
な
で

、

後
片
付
け
を
し
て

、
楽
し
い
１
日
を

終
わ
り
ま
し
た

。

　
　
交
通
安
全
法
令
講
習
会
開
催

　
交
通
安
全
協
会
船
木
支
部
は
２
年
目
に
入
り

ま
し
た

。
年
間
を
通
し
て
の

「
交

通
安
全
の
日
立
哨

」
「
全
国
交
通

安
全
運
動

」
「
あ
い
さ
つ
こ
だ
ま

運
動

」
「
町
及
び
区
行
事
の
交
通

安
全
維
持
活
動

」
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す

。

　
７
月
１
７
日
に
は
定
例
の

「
法

令
講
習
会

」
を
開
催
し
て

、
法
令

の
解
説
等
を
行
い

、
区
民
の
意
識

高
揚
を
図
り
ま
し
た

。

　
　
　
敬
老
記
念
品
贈
呈

　
　
　
　
　
　
祝
賀
会
も
開
催

　
敬
老
記
念
日
の
９
月
２
１
日
に
記
念
行
事
を

実
施
し
て

、
７
５
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
敬
老
記

念
品

（
素
麺
と
魚
の
缶
詰

）

を
お
祝
い
の
言
葉
を
添
え
て

贈
り
ま
し
た

。

　
ま
た

、
午
後
３
時
か
ら
は

希
望
者
と
公
民
館
役
員
等
で

祝
賀
会
を
行
い

、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た

。

　
こ
れ
か
ら
も

、
健
康
や
安

全
に
気
を
つ
け
て
良
き
日
々

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

。

　
後
輩
の
こ
と
も

、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

　
　
災
害
に
備
え
よ
う
！

　
日
本
列
島
は

、
地
震
や
豪
雨
等

、
自
然
災
害

に
繰
り
返
し
襲
わ
れ
て
い
ま
す

。

　
自
分
自
身
の
周
囲
の
安
全
状
況

を
確
認
し

、
避
難
先
や
方
法
等
を

機
会
あ
る
ご
と
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い

。

　
５
月
３
１
日
に
は

、
消
防
船
木

分
団

、
役
場
職
員

、
公
民
館
役
員

で
区
内
の
危
険
個
所
の
確
認
も
行

い
ま
し
た

。


